文章 

僕に 「文章に 凝りす ぎる。 さう 凝るな」 とい ふ 友 だ 

ちが ある。 僕 は 別段 必要 以上に 文章に 凝った 覚え はな 

い。 文章 は 何よりも はっきり 書きたい。 頭の 中に ある 

もの を はっきり 文章に 現したい。 僕 は 只 それだけ を 心 

がけて ゐる。 それだけ でも ペン を 持って 見る と、 滅多 

に すらすら 行った こと はない。 必ず 一 J た ごた した 文章 

を 書いて ゐる。 僕の 文章 上の 苦心と いふの は (もし 苦 

心と いひ 得る とすれば) そこ を はっきりさせる だけで 

ある。 他人の 文章に 対する 注文 も 僕 自身に 対する のと 



女の 姿 を 感じた ものである。 しかし 今日の 日本人 は I 

たいてい あごひげ 

I 少く とも 今日の 青年 は 大抵 長な がと 顋髯 をのば した 

西洋人 を 感じて ゐる らしい。 言葉 は 同じ 「神」 である。 

へんせん 

が、 心に 浮かぶ 姿 はこの 位すで に 変遷して ゐる。 

あ ゆ かつらぎ さん 

なほ 見た し 花に 明け 行く 神の 顔 (葛 城 山) 

こみ や ばせ を 

僕 はいつ か小宮 さんと かう いふ 芭蕉の 句 を 論じ あつ 

しき こじ かいぎゃく 

た。 子規 居士の 考 へる 所に よれば、 この 句 は 諧謔 を 

弄した ものである。 僕 も その 説に 異存 はない。 しかし 

小宫 さん はどうしても 荘厳な 句 だと 主張して ゐた。 画 

力 は 五 百年、 書 力 は 八 百年に 尽きる さう である。 文章 

の 力の 尽きる の は 何百 年 位 かかる もので あらう？ 
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